
 

 

  

 熊谷市「暑さ対策」地域へ発信！中学生サポーター事業「熱中症対策講習会」を５月１９日、２年生対象

に実施しました。この講習会は、熱中症の正しい知識と予防・対処方法を学ぶことにより、熱中症の発生を

予防し、適切な処置を行うことができる、中学生サポーターの育成を目的としています。    

講習会では、熊谷市消防本部警防課：岡賢一様 渡邊音絵様を講師に迎えて、熱中症対策と胸骨圧迫・Ａ

ＥＤの使用方法について実習しました。ここに生徒の皆さんの感想を紹介します。 

 

                   

             

  

                  

                           

                            

                     

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平 2 9 保護者宛第８号  

平 成 ２ ９ 年 ６ 月 ５ 日    

熊 谷 市 立 荒 川 中 学 校   

熱中症対策で自分にできることは、こまめに水分補給をする

こと。部活内で声をかけあうことだと思う。（１組） 

しっかり朝ごはんを食べることは自分にできると思う。もう

少し早く起きて食べるようにしたい。そうすれば熱中症にな

らないと思う。（１組）                                                                                                 

心臓マッサージは一秒でも間をあけないですることが大切だ

ということがわかった。ＡＥＤも音声通りにやれば間違えず

にできることがわかった。（２組）                                                                     

 

恥ずかしがっていたら大切な命が助からなくなってしまうと

思って最後までやり遂げました。（１組） 

 

熱中症で人が倒れたときの対応でわかったこと。①人の命は

人が助けること。②人を助ける気持ちが大事ということ。（２組）                            

 

熱中症予防には、パンより米飯が栄養面で効果的だというの

を聞いて米飯を食べる日を増やそうと思う（３組） 

心肺蘇生をやって数をかぞえるのに声が出せなかった。 

人のため、家族のため、友だちのために２回目からは声を出

して心臓マッサージができた。 

胸骨を５ｃｍ押すのはたいへんでした。（３組） 

熱中症対策講習会 ２年生 

自分の小さな勇気で、相手の大切な命を守れ

るということを改めて知ることができた。 

熱中症で亡くなる人をいかに少なくするか

は、私たち中学生にかかっていると思います。 

勇気をだして助けてあげたいです。（３組） 

水分塩分を補給すること。体を冷やしたり、涼しい場所に移

動したり楽な体位にしてあげてできることをやりたい。（２組） 

 

（３組男子） 

 

 

 

生徒のみなさんの感想 

熱中症の予防や処置を知り、意識がない・反応がない・ 

いつもと違う呼吸のときは、ただちに胸骨圧迫とＡＥＤを 

使用してください。 

人の命は人が助けるという気持ちが大切です 


